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弊社の遠隔指示計をお買い上げいただきありがとうございます。 
正しくお使いいただくために取り付け前に必ず、本取扱説明書をお読み下さい。 
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  ■安全に正しくお使いいただくために 
 

遠隔指示計を正しくお使いいただくために、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止
するため、この説明書にはいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。
内容をよく理解してから本文をお読みください。 
  

 

   表  示            意          味  掲載ページ 

   
  危険 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷 
 
 を負う危険が切迫して生じることが想定されることを表しています。 

 
無 

  
  警告 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷 
 
 を負う可能性が想定されることを表しています。 

 
無 

   
  注意 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能 

 性が想定される場合、及び物的損害のみの発生が想定される場合を表し 
 ています。 

 

２ 

 
 
 

 絵表示につ 

 いて次のよ 
 うな意味が 
 あります。  一般的な注意 触れるな 一般的な禁止 分解禁止  火気禁止  必ず行う 
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  ■特に注意していただきたいこと 
 
     注意 
      

 
１．使用範囲外の電源電圧、負荷で使用しないでください。 

禁 止 

 
 

２．直射日光はさけてください。 

禁 止 

 
 

３．可燃性ガスや発火物のある場所では使用しないでください。 

禁 止 

 
 

４．定格を越える温湿度の場所や結露の起きやすい場所では使用しないでください。 

禁 止 

 
 
     ５．本体に激しい振動や衝撃を与えないでください。 

禁 止 

 
 
     ６．本体に金属粉、ほこり、水等が入らないようにしてください。 

禁 止 

 
 

７．ノイズの発生源、ノイズがのった強電線から入力信号線の配線、および製品本体を離して

ください。 

注 意 

 
 
     ８．通電中は端子に触らないでください。感電のおそれがあります。 

触れるな 

 
 
     ９．電源を入れた状態で分解しないでください。感電のおそれがあります。 

分解禁止 
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１．仕 様 
 
 ≪標準仕様≫  

 

項  目  仕   様  

 測定方式  周期演算方式  

 表示器  赤色ＬＥＤ６桁 文字高：１４mm 

瞬  
時  
表  
示  

 測定精度  ±０ .０５％  ｒｄｇ．±１ｄｉｇｉｔ（表示サンプリング時間０．５秒以上）  

スケーリング（換算器）  １信号あたりの倍率１×１０－ ９ ～９９９９で任意に設定  

 小数点以下表示  小数点以下１桁～４桁まで表示選択可能（固定小数点演算）  

 表示単位時間  時・分・秒のいずれか選択  

 表示サンプリング 表示を０ .１～１００（任意に設定）秒で平均化  

 移動平均回数  入力パルス数を２～９（任意に設定）で平均化  

 オートゼロ時間  入力停止後１～９９９（任意に設定）秒後に表示を０  

 最下位桁表示  リアル表示・０固定表示・０または５を表示  のいずれかを選択  

 オーバー表示 表示オーバー時、表示値９９９９９９点滅  

 瞬時表示ランプ  瞬時計測値を表示中点灯（フロント部エンターキーにて積算表示に切り換え）  

積  
算  
表  
示  

 測定精度  スケーリング（換算器）１において±０  

 スケーリング（換算器）  １信号あたりの倍率１×１０－ ９  ～９９９９で任意に設定  

 小数点以下表示  小数点以下１桁～４桁まで表示選択可能（固定小数点演算）  

 オーバー表示  

オーバー表示ランプ点灯（ＯＶ）  
エンドレス  
表示６桁オーバー時、フロント部アップキーＯＮの間、オーバー回数  
を表示（０～９９９でエンドレス表示）＊表示マイナス時“－”を表示  

 積算上位表示 フロント部アップキーＯＮの間上位７～９桁目  
を表示（但し－９９９～９９９まで）   

 リセット  フロント部リセットキー、または端子台リセット入力５０ｍｓ以上ＯＮ  
（端子台リセット：ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受け付け）   

 同期パルス出力  積算表示と同期出力  
同期出力桁１～４桁、出力幅０ .０１秒～１ .９９秒で任意に設定  
信号レベル・・・ＮＰＮオープンコレクタパルス出力 定格ＤＣ３０Ｖ５０ mA(MAX) 

 

 積算表示ランプ  積算計測値を表示中点灯  （フロント部エンターキーにて瞬時表示に切り換え）  

セ  
ン  
サ  
入  
力  

 標準  ＮＰＮオープンコレクタパルス入力：MIN１０mA 以上  

 入力応答  LOW： 0.01Hz～ 50Hz MID： 0.01Hz～ 1kHz HI： 0.01Hz～ 10kHz 
但し duty５０％時       （ディップスイッチにより切り換え）   

 センサ供給電源  ＤＣ＋１２Ｖ（±１０％）１００mA MAX（安定化）出力  

外  
部  
入  
力  

 外部入力  ＮＰＮオープンコレクタパルス出力、または有接点出力を受け付け  

 表示切り換え  外部入力設定にて選択時、入力ＯＮで瞬時表示、積算表示を切り換え  

 禁止入力  外部入力設定にて選択時、入力ＯＮの間センサ入力を無視  

 ホールド入力  外部入力設定にて選択時、入力ＯＮの間表示を保持  

そ  
の  
他  

 モードプロテクト機能 DOWN キー操作により機能 （モード設定を変更不可） 

 データバックアップ 
各モード設定値および積算計測値をＦＲＡＭに書き込み 
（書き換え回数１０万回以内、約１０年間保持） 

 電源  ＡＣ８５～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ） フリー電源  

 消費電力  約１７ＶＡ以下  

 使用温湿度範囲  ０～５０℃ ３０～８０％RH（但し結露しないこと）  

 質量・外形寸法  約３５０ｇ Ｗ９６  × Ｈ４８  ×Ｄ１３０mm 

 ケース材質 ＡＢＳ樹脂 黒色（端子台：ＰＢＴ黒） 

 保護等級 ＩＰ６６（前面部）  
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 ≪警報出力≫  

出力タイミング  表示値と各プリセット値との比較により判定出力  
 出力方式  フォトモスリレー出力２段 定格負荷電流０ .１２Ａ  

負荷電圧：ＡＣ１４０Ｖ、ＤＣ３０Ｖ   

 出力表示  警報出力中 ＯＵＴ１、ＯＵＴ２ＬＥＤランプ点灯  

 出力リセット  フロント部リセットキー、および端子台リセット入力５０ｍｓ以上ＯＮで警報出力を解除  

判定出力禁止時間  電源ＯＮ時、リセット後、および各設定終了後、設定時間内は警報出力の機能を停止  

 
 
 ≪アナログ出力≫  

電流出力（ＡＩ）  ＤＣ４～２０ｍＡ 負荷抵抗５００Ω以下  
 出力精度  表示値に対し±０ .２％Ｆ .Ｓ .以内（２３℃）  

 温度特性  ±１００ ppm／℃  

 出力更新時間（演算）  約２０ｍｓ以下  

 出力応答時間  約４０ｍｓ（アナログ変化が０％から９０％まで変化する時間）  

 最大出力分解能  

１２ビット Ｄ／Ａ変換方式   ４０００分解能  
 
※但し、モードＮｏ．１０の設定により、アナログ出力の分解能は  

変わります。４０００以下の設定をされた場合は、その値の分解能  
になります。  

 
 ２．梱包内容のご確認 
 
 付属品の確認について 
  本機が届きましたら、下記のものが揃っているか確認をしてください。 
 
  （１）ＺＸ－５６４（端子台カバー付き）・・・・・・・・・・・・１台 
 
  （２）単位ラベルシール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚 
 
  （３）防水パッキン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚 
 
  （４）配線用Ｙラグ端子・・・・・・・・・・・・・・・・・１式（１０本） 

（５）取扱説明書（本書）・・・・・・・・・・・・・・・・・１冊 
  どれか１つでも誤ったもの、または欠けているものがありましたら弊社までご連絡ください。 
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防水パッキン

指示計
取付板

 
３．指示計の取り付け方法 

 
 

指示計の取り付けかた 
 
１． 

 
指示計の左右両サイドにある取付金具のねじを緩めて外して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 

  
 

２．                 パネルカットして、前面より指示計を挿入してください。 
 
                     ※防滴で使用される場合は付属の防水パッキンを 
                     指示計と取付板の間に挟みこんでください。 
 
                                                    パネルカット寸法 
 
 
 
 
 
    
 

図２ 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

92 -0
+0.8

-0 
+0.5



- 7 - 

 
３． 

 
 
 
                     指示計の左右両サイドに取付金具を挿しこんでください。 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

図３ 
 
 

４． 
 
 
                     取付金具を後側（端子台側）にスライドさせ、ドライバー 
                     でねじをまわし、指示計をしっかり固定してください。 
                     （左右両サイド） 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 

図４ 
 
 
指示計取り付け時は 
    １．水平に取り付けてください。 
    ２．板厚１．０mm～４.０mm のパネルに取り付けてください。 
    ３．取付金具のねじは締めすぎないように注意してください。（締めすぎるとケースが破損 

する恐れがあります。） 
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表示器

A B

1

C D E

7

6

3

2

8

9

F

4

5

HD

Output

Indicate

1 2 Mode
RST

ENT
OVm3

 

４．フロント部の各名称とその機能 
 
 
                                         図４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① Ａ～Ｆ 表示器 計測時：瞬時計測値、または積算計測値を表示します。 
設定中：モード設定時は表示器Ａ・Ｂにモード No.を 

     表示器Ｃ～Ｆに現在の設定値が表示されます。 
       ：プリセット値設定時、および表示オフセット値 
     設定時は現在設定されている設定値が表示され 
     ます。 

② ㎥/h ㎥ HD OV 
● ○ ○ ○ 

 

瞬時表示ランプ 瞬時計測値を表示中に点灯します。 

③ ㎥/h ㎥ HD OV 
○ ● ○ ○ 

 

積算表示ランプ 積算計測値を表示中に点灯します。 

④ ㎥/h ㎥ HD OV 
○ ○ ● ○ 

 

外部入力ランプ 外部入力がＯＮ(端子４－６間がショート)されている時 
に点灯します。〔禁止入力、ホールド入力選択時〕 

⑤ ㎥/h ㎥ HD OV 
○ ○ ○ ● 

 

オーバーランプ 積算計測が表示桁をオーバーしている時に点灯します。 
 

⑥ 1  2    
● ○ ○ ○ 

 

ＯＵＴ１ランプ 警報出力ＯＵＴ１の出力と同期して点灯します。 

⑦ 1  2    
○ ● ○ ○ 

 

ＯＵＴ２ランプ 警報出力ＯＵＴ２の出力と同期して点灯します。 
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⑧   

モードキー 

計測時：各設定の呼び出しをします。 
 １．   ＋  を２秒以上ＯＮ →   モード設定 
 ２．   ＋  を２秒以上ＯＮ → オフセット設定 
 ３．     を ２秒以上ＯＮ → →  プリセット値設定 
４．   を押しながら   を押すことによりモード設定値 
  の初期化を行います。 
５．   を押しながら   を押すことによりモード設定値 
  の初期化を行います。 

  ※３、４の初期化後の設定値はそれぞれ異なります。 
設定中：モード設定時はモード No.の切り換えを行います。 

       ：プリセット値設定時は OUT1／OUT2 の切り換えを 
     行います。 

⑨   

アップキー 

計測時：表示器が積算計測値を表示中、表示オーバーし 
    ている時にこのキーを押している間、オーバー 
    回数（上位３桁）を表示します。 
設定中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、表 
    示オフセット値設定）は点滅表示している数値 

         を上げていきます。 

⑩   

ダウンキー 

 
計測時：    を２秒以上押すことによりモードプロ 

テクト状態を表示します。 
 

モードプロテクトＯＮ時  “ Ｌ－ＯＮ ” 
モードプロテクトＯＦＦ時 “ Ｌ－ＯＦＦ” 
 

設定中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、表 
示オフセット値設定）は点滅表示している数値 
を下げていきます。 

⑪   

シフトキー 

計測時：５秒以上ＯＮで表示オフセット値設定を呼び出し 

ます。 
設定中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、表 
    示オフセット値設定）は点滅表示している桁を 
    右へ移動します。 

⑫   

エンターキー 

計測時：瞬時表示／積算表示の切り換えを行います。 
設定中：各設定中（モード設定、プリセット値設定、 
    表示オフセット値設定）は設定値を登録し、 

計測表示に戻します。 

⑬   

リセットキー 

計測時：積算計測のリセット、および警報出力の解除を 
    行います。 
設定時：各設定中（モード設定、プリセット値設定、表 

         示オフセット値設定）は計測表示に戻します。 
         但し、設定値の登録は行いません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Mode

ENT

RST

Mode

Mode

Mode

Mode ENT

Mode ENT
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 ５．端子台の接続方法 
 

                図５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     １）電気配線時は感電等の事故に注意してください。 

注意 
 
 
     ２）端子名称をよく確認してから正しく配線してください。 
 
必ず行う 
 

３）センサ電源はセンサ以外の用途に使用しないでください。 
 

禁止 
 
     ４）端子台のネジは確実にしめてください。 
 
必ず行う 
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 ６．入力回路の構成 
 
  
 〔１〕パルスセンサ入力 
 
    ＮＰＮオープンコレクタパルス入力                     図６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 〔２〕リセット入力                               図７ 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 〔３〕外部入力 
                                         図８ 
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７．初期設定値と初期化 

 
  本品は出荷状態でＴＢＸ、ＴＢＺシリーズに対応する様に設定されています。瞬時流量、積算流 
 量の表示のみで使用する場合は、指示計と本品を結線の上、電源を投入後、以下の操作を行えば 
 各モードの設定が行われ、正規の機能を開始します。 
 

 ①入力ﾊﾟﾙｽが10L/P(TBX30,100,100F標準)の場合   ②入力ﾊﾟﾙｽが100L/P(TBX150F,TBZ標準)の場合 
 

（   を押しながら     ON」               （   を押しながら   ON」 
 
  

 
   設 定 値   ﾓｰﾄﾞ№    設 定 値  

 Ａ Ｂ   Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ  Ａ Ｂ   Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０ １．   ０ ０ １ ０  ０ １．   ０ １ ０ ０ 
 ０ ２．   ３ ０ ０ １  ０ ２．   ３ ０ ０ １ 
 ０ ３．     ０ ２．０  ０ ３．     ０ ２．０ 
 ０ ４．         ２  ０ ４．         ２ 
 ０ ５．     ０ ３ ６  ０ ５．     ２ ４  ０ 
 ０ ６．       ０ ０  ０ ６．       ０ ０ 
 ０ ７．   ０ ０ １ ０  ０ ７．   ０ １ ０ ０ 
 ０ ８．   ３ ０ ０ ０  ０ ８．   ３ ０ ０ ０ 
 ０ ９．     １   ０  ０ ９．     １   ０ 
 １ ０．   ９ ９ ９ ９  １ ０．   ９ ９ ９ ９ 
 １ １．   ０ ０．０ ５  １ １．   ０ ０．０ ５ 
 １ ２．   ０ １ ０ ０  １ ２．   ０ １ ０ ０ 
 １ ３．   ０ １ １ ０  １ ３．   ０ １ １ ０ 

 

 
 警報出力 

  初期設定値  
 警報出力 

  初期設定値  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ＯＵＴ１ ９ ９ ９ ９ ９ ９  ＯＵＴ１ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
 ＯＵＴ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＯＵＴ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

  表示 
 オフセット 

  初期設定値   表示 
 オフセット 

  初期設定値  
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

積算表示値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 積算表示値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
 
 ＜初期化＞ 

     を押しながら電源を投入することにより初期化を行うことができます。 
  初期化後、各設定値は以下のとおりの設定値になります。 
 

  ﾓｰﾄﾞ№    初期設定値  
 警報出力 

  初期設定値  
 Ａ Ｂ   Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．   １ ０ ０ ０  ＯＵＴ１ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
 ０ ２．   ３ ０ １ １  ＯＵＴ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 ０ ３．     ０ ２．０  
 ０ ４．         ０   表示 

 オフセット 
  初期設定値  

 ０ ５．     ０ ０ ２ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ ６．       ０ ０ 積算表示値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
 ０ ７．   １ ０ ０ ０  
 ０ ８．   ３ ０ ０ ０ 
 ０ ９．     ０   ０ 
 １ ０．   １ ０ ０ ０ 
 １ １．   ０ ０．０ ５ 
 １ ２．   ０ ０ ０ ０ 
 １ ３．   ０ ０ ０ ０ 

 
 ＜注意＞ 
  初期化を行うと現在の設定値がすべて初期設定値となりますので、初期化を行う場合は予め現 
 在の設定値の記録を残してから実行してください。 
 
 ※ ノイズ等で内部のコンピュータが暴走した場合は、上記の方法で初期化を行い、希望の設定値 
  に合わせ直してください。 

Mode Mode ENT

ENT
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  ８．各モードの内容と設定方法 
 
 
 （１）モード設定のキー操作方法 
                                                                              

操作キー 表 示 部 操 作 内 容 

 
＋ 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０  １．１ ０ ０ ０ 
    ↑ 
   ﾓｰﾄﾞ No.    設定値 

 ２秒以上押すとモード設定に入り、モード No.「００」

が呼び出されます。 

 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．１ ０ ０ ０         
              ↑ 
         ０～９ 

 点滅表示している数値を変更します。１度押すご 
 とに数値が１ずつ上がっていきます。 
 （０→１→・・・→９→０→・・・） 
 設定により "９" まで上がらないものもあります。 

 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．１ ０ ０ ０         
              ↑ 
         ０～９ 

 点滅表示している数値を変更します。１度押すご 
 とに数値が１ずつ下がっていきます。 
 （０→９→８→・・・→１→０→９・・） 
 設定により "９" まで無いものもあります。 

 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 ０ １．１ ０ ０ ０         
          ↑→ → →  
          └─────┘ 

 点滅表示の位置（桁）を変更します。１度押すご 
 とに１つずつ右へ移動していきます。 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０ ２．３ ０ １ １ 
    ↑ 
    └─０１～１３ 

 モード No.を変更します。１度押すごとにモード 
 Ｎｏ．が１ずつ上がっていきます。 
 （０１→０２→・・・→１２→１３→０１→・・・） 

 

 

設定値を登録します。各設定が終了しましたらこ 
 のキーで登録してください。 
 登録終了後、計測表示へ戻ります。 

 

 設定値を登録せずに計測表示へ戻ります。 

 
 
〔注意〕 このモード設定を行う時は、モードプロテクト機能状態をＯＦＦにしてください。 
     プロテクトモードＯＮの状態であれば設定値の変更はできません。 

モードプロテクト状態は計測中    を２秒以上押すことにより表示します。 
モードプロテクトＯＮ時  “ Ｌ－ＯＮ ” 
モードプロテクトＯＦＦ時 “ Ｌ－ＯＦＦ”       

 
モードプロテクト機能をご使用の際には必ず「８．モードプロテクト機能」をお読みになりお
使い下さい。 

Mode

Mode

ENT

RST
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（２）どのモードに設定すればよいか                    

 
 １）入力パルスの変更（高密度パルスの入力 等） 
   モード０１ 瞬時計測：入力パルス（スケーリングデータ）の設定 
   モード０２ 瞬時計測：ＥＸＰの設定 
   モード０７ 積算計測：入力パルス（スケーリングデータ）の設定 
   モード０８ 積算計測：ＥＸＰの設定 
 
 
２）瞬時流量の時間単位の変更 
  モード０２ 瞬時計測：単位時間の設定 
 
 
３）出力について 
 
 ①積算同期パルス出力の設定 
  モード１１ 積算計測：同期出力桁設定、出力幅設定 
 
 ②警報出力の設定 
  モード１２ 警報出力：ＯＵＴ１の設定 
  モード１３ 警報出力：ＯＵＴ２の設定 
 
 
４）アナログ出力についての設定 
  モード０９ アナログ出力：計測設定、出力表示比較桁の設定 
  モード１０ アナログ出力：最大出力時の表示値の設定 
 
 
５）表示について 
 
 ①瞬時計測、積算計測のどちらを表示するか 
  モード０６ 表示設定 
 
 ②表示に小数点を付けたい、または位置を変えたい 
  モード０２ 瞬時計測：小数点位置の設定 
  モード０８ 積算計測：小数点位置の設定 
 
 ③表示のチラツキ等の防止 
  モード０２ 瞬時計測：最下位桁表示設定 
  モード０３ 瞬時計測：表示サンプリング時間の設定 
  モード０４ 瞬時計測：移動平均回数の設定 
 
 ④入力パルスの無くなってからの表示 
  モード０５ 瞬時計測：オートゼロ時間 
 
 
６）外部入力の使用について 
  モード０６ 外部入力設定 
 
 
７）リセットキー動作について 
  モード０８ リセットキー時間の設定 
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（３）モード内容と設定値 
 

モード No.  瞬時計測：スケーリングデータ（換算器）の設定 

 
 
    ０１ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 
 
 
４桁数値 ０００１～９９９９ 
（００００は設定しないでください） 

  １信号当たりの倍率を設定します。 "モード０２" の「ＥＸＰ値（１０のマイナ 
 ス乗数）」と組み合わせて設定してください。 
  設定範囲は「１×１０－９ ～９９９９」です。 

 〔例〕入力パルスをタービンメーターの高密度パルスに設定する場合 

 

タービンメーターに貼付してある銘板より 

高密度パルスのパルス単位を確認します。 

 

パルス単位が「１１２．３ｃｍ³／Ｐ」の場合 

 

 〈銘板に記入してある数値〉    １１２．３      ｃｍ³ 

                     ↓ 

 〈表示したい単位に変換〉       ０．０００１１２３ ㎥ 

                     ↓ 

 〈４桁数値＋ＥＸＰ値に変換〉 １１２３ × １０－７    ㎥ 

               （４桁数値） （ＥＸＰ値） 

 
     モード０１ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
０ １．１ １ ２ ３ 

 
 
     モード０２ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
０ ２．７ ＊ ＊ ＊ 

 
             ＊の部分は「モード０２」の内容を 
             参照して数値を入力してください。 

注)モード０１を変更した場合、モード０７、０８も同様に変更する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ １．１ ０ ０ ０ 
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モード No.  瞬時計測：ＥＸＰ値・最下位桁表示・単位時間・小数点位置の設定 

 
 
    ０２ 

 
        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 

小数点位置 
０：     ０ 
１：   ０.０ 
２：  ０.００ 
３： ０.０００ 
４：０.００００ 
 
単位時間 
０：毎時 
１：毎分 
２：毎秒 
最下位桁表示 
０：リアル表示 
１：下位桁０固定 
２：下位桁０または５を表示 
 

ＥＸＰ値（乗数１０－ｎ） 
ｎ＝０～９ 

 小数点位置：瞬時表示で小数点以下何桁表示するかを設定します。 

 単 位 時 間          ：瞬時表示の単位時間を設定します。 
  ０：時．．．１時間当たりの表示にします。 
  １：分．．．１分間当たりの表示にします。 
  ２：秒．．．１秒間当たりの表示にします。 

 最下位桁表示          ：最下位桁（１番右桁）の表示方法を設定します。 
  ０：リ ア ル 表 示            ．．．表示サンプリング時間に同期して計測値を表示します。 
  １：下位桁０固定            ．．．常に「０」を表示します。 
  ２：下位桁０、または５を表示．．．計測値が０～４の時は０、５～９の時は５を表示します。 

 Ｅ Ｘ Ｐ 値          ：１０のマイナス乗数を設定します。 "モード０１" の設定値と組み合 
       わせて設定してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ ２．３ ０ １ １ 
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モード No.  瞬時計測：表示サンプリング時間の設定 

 
 
    ０３ 

     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 ０ ３.  ０ ２．０  

 

表示サンプリング時間 
００.１～９９.９秒（００.０は１００秒） 

  入力信号をこの設定された時間で計測し、その平均値を演算するものです。 
 従って、設定された時間ごとに表示を平均化して更新することになります。 
 この設定は表示のチラツキ防止や表示安定に使用してください。  

 
 

モード No.  瞬時計測：移動平均回数の設定 

 
 
    ０４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
  
 

 移動平均回数 
2～9 回(０、１設定は機能停止） 

  平均したいパルス数を設定します。例えば４と設定すると４つのパルスを計測演 
 算し、平均化して表示します。この機能はセンサの１パルス当たりの流量値が正確 
 でない時に効果があります。 
  演算方式は、入力される最新のパルスを１つ取り込んで古いパルスを１つはき出 
 し、移動しながら４つのパルスを計測演算し、平均化して表示します。 
 ※この機能は、２０Hz 以下で使用してください。 

 〔用途例〕 
               信号出力 
                       入力パルス 
   検出部 

 １回目 
移動平均 

   FLOW 
２回目 

 
   ３回目 

 
 
  例えば、左上図のように４枚の羽根車（被検出体）の取付角度がバラバラであっ 
 たりすると流速が一定でも表示が安定しませんが、移動平均で４と設定しますと常 
 に最新のパルスを取り込んで４パルスをシフトしながら演算表示します。 
  また、上図から分かるとおり１パルス入ってくる毎に演算するのですが、表示時 
 間は "モード０３" の表示サンプリング時間の設定に従い連動となります。 
 
 ・移動平均と表示サンプリング時間との関係 
   サンプリング時間ごとに移動平均された最新の計測データを表示します。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ ４．      ０ 
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モード No.  瞬時計測：オートゼロ時間の設定 

 
 
    ０５ 

 

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 

 
オートゼロ時間 
００１～９９９秒（０００は機能停止） 

  入力信号がこの設定された時間内に１パルスも入らない場合に、瞬時表示値を 
  "０" に戻す機能です。 
  ０００秒と設定した場合は、この機能は停止し、信号が入力されなくなっても 
  表示は“０”には戻りません。 

 
 

モード No.  瞬時／積算計測：外部入力・計測表示の設定 

 
 

０６ 

 

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 
 

計測表示 
０：瞬時／積算切り換え 
１：瞬時表示のみ固定 
２：積算表示のみ固定 
 
外部入力 
０：表示切り換え入力 
１：禁止入力（瞬時／積算計測共） 
２：ホールド入力（瞬時／積算計測共） 

  外部入力：端子台４－６間の機能を設定します。 
  ０：表示切り換え 
     入力ＯＮで表示を瞬時表示から積算表示、積算表示から瞬時表示に切り換 
   えます。この機能を使用する時は表示選択で「瞬時／積算切り換え表示」を 
   選択してください。 
  １：禁止入力 
     入力ＯＮの間、前面のＨＤランプが点灯しセンサ入力を受け付けません。 
  ２：ホールド入力 
     入力ＯＮの間、前面のＨＤランプが点灯し、現在の表示値を保持します。 

表示ホールドの間、内部では計測演算されています。 
（表示ホールドの間、表示点滅します） 

 計測表示： 
  ０：前面    キーで瞬時／積算計測の計測値を切り換えて表示します。 
  １：瞬時計測値を表示します。積算計測値への表示切り換えはできません。 
  ２：積算計測値を表示します。瞬時計測値への表示切り換えはできません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ ５．  ０  ０ ２ 

 ０ ６．     ０ ０ 

ENT
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モード No.  積算計測：スケーリングデータ（換算器）の設定 

 
 

０７ 

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 
 

スケーリングデータ ０００１～９９９９ 
（００００は設定しないでください。） 

  積算計測の１信号当たりの倍率を設定します。 "モード８" の「ＥＸＰ値（１０ 
 のマイナス乗数）」と組み合わせて設定してください。 
  設定範囲は「１×１０－９ ～９９９９」です。 

 
 

モード No.  積算計測：ＥＸＰ値・リセットキー時間・積算演算方式・小数点位置の設定 

 
 

０８ 

 

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

 
 

小数点位置 
０：     ０ 
１：   ０．０ 
２：  ０．００ 
３： ０．０００ 
４：０．００００ 
 
 積算演算方式 
０：加算 
１：減算 
 
 リセットキー時間 
０：２秒でリセット 
１：即リセット（ＯＮエッジ） 
 
 ＥＸＰ値（乗数１０－ｎ） 
ｎ＝０～９ 

 小数点位置：積算表示で小数点以下何桁表示をするのかの位置を設定します。 

 積算演算方式          ：積算計測を加算演算するか減算演算するかを選択します。 

 リセットキー時間          ：フロント部リセットキーが動作するまでの時間を設定します。 
   ０：２秒．．．リセットキーを２秒以上押した後、計測をリセットします。 
          リセットキーが押されている間は入力禁止となります。 
   １：即．．．．リセットキーが押されたときに、計測をリセットします。 
 
  ＜注意＞ 
   １. 外部リセット入力はこの設定に関係なく即リセットです。 
   ２. リセットは積算計測のリセット、および警報出力の解除を行います。 
       ※但し警報出力の解除はリセットです。 
    ３. 瞬時計測はリセットしません。 

 Ｅ Ｘ Ｐ 値          ：１０のマイナス乗数を設定します。 "モード０７" の設定値と組み合 
       わせて設定してください。 

 
 
 

 ０ ７．１ ０ ０ ０ 

 ０ ８．３ ０ ０ ０ 
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モード No. アナログ出力：計測選択・出力桁の設定 

 
    ０９ 

  
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 

出力桁 
０：表示右４桁 
１：表示中４桁 
２：表示左４桁 
 
計測選択 
０：瞬時計測（表示サンプリング時間と同期） 
１：瞬時計測（リアルタイム） 
２：積算計測 

 出力桁：計測時にどの表示４桁に対して比較出力するかを設定します。 
 
                 Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ   Ｅ   Ｆ 
 
 
 
 

          右４桁 
    中４桁 
 左４桁 

 

 計測選択：どちらの表示値に対して、またどのタイミングで出力するかを選択しま 
      す。 
   ０：瞬時計測（表示サンプリング時間と同期） 
      瞬時計測の表示サンプリング時間に同期して表示します。 
   １：瞬時計測（リアルタイム） 
      瞬時計測値に対してリアルタイムで出力します。 
   ２：積算計測 
      積算表示値の更新に同期して出力します。 
 
＜注意＞ 
   瞬時計測（リアルタイム）で出力精度保証（±０．２％Ｆ．Ｓ．以内）できる 
   入力周波数は、３ＫＨｚ ｍａｘ となっております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ０ ９．  ０   ０ 
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モード No.  アナログ出力：最大出力時の表示値の設定 

 
 
    １０ 

  
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 
 

表示値 ０００１～９９９９ 
（００００は設定しないでください） 

  アナログ出力値が最大の時の表示値を設定します。 

  表示４桁が「５００.０」でも「５０.００」でも小数点を無視した４桁を設定し 
 てください。 
 
  例． 積算計測値が □□５０００になった時に、出力を最大（２０ｍＡ）に 

したい場合の設定は、下記のとおりとなります。 
 
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ  モード０９ 

Ｄ：２（アナログ出力を積算計測で使用） 
Ｆ：０（表示右４桁と比較して出力） 

 
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ  モード１０ 

Ｃ～Ｆ（最大出力時の計測値を５０００） 

 
 

  モード No.  積算計測：同期出力桁、出力幅の設定 

 
 
    １１ 

  
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 
 

パルス出力幅の設定 
０.０１～１.９９秒（０.００は機能停止） 
 
出力桁選択 
０・・・１桁目（Ｆ） 
１・・・２桁目（Ｅ） 
２・・・３桁目（Ｄ） 
３・・・４桁目（Ｃ） 

 パルス出力幅：同期パルスの出力幅を設定します。 

 出 力 桁            ：どの桁の表示が変わったらパルスを出力するかを設定します。 

 ＜注意＞ 
  同期出力は出力桁が更新される度に出力されます。よって出力幅よりも表示の 
  更新が速い場合は連続して出力されますので注意してください。 

 
 
 
 
 

 １ ０．５ ０ ０ ０ 

 １ ０．１ ０ ０ ０ 

 ０ ９．  ２   ０ 

 １ １．０ ０．０ ５ 
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モード No.  警報出力：ＯＵＴ１の設定 

 
 
   １２ 

  
     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 

 出力モード 
０：比較     ５：100ms(1 ｼｮｯﾄ) 
１：保持     ６：250ms(1 ｼｮｯﾄ) 
２：30ms(1 ｼｮｯﾄ) ７：500ms(1 ｼｮｯﾄ) 
３：50ms(1 ｼｮｯﾄ) ８： 1sec(1 ｼｮｯﾄ) 
４：80ms(1 ｼｮｯﾄ) ９： 2sec(1 ｼｮｯﾄ) 

 
 上限／下限選択 
０：上限 
１：下限 
 
 
出力選択 
０：出力しない 
１：瞬時計測 
２：積算計測 

 
判定禁止時間 
０～９秒 
 

  警報出力は表示値とプリセット値を比較し、その結果により判定出力します。 
  プリセット値の設定はＰ.27 を参照してください。 
 
判定禁止時間： 

  電源投入後、およびリセット後から何秒後に警報出力を機能させるかを設定 
します。判定禁止時間内は警報出力の機能は停止します。 
＜注意＞ 

※各設定（モード、プリセット値、表示オフセット値）終了後にも働きますので 
注意してください。 

出力選択：どちらの計測に対して警報出力するか選択します。 
  出力しない・・・警報出力の機能を停止します。 
  瞬時計測・・・・瞬時表示値とプリセット値を比較します。 

  積算計測・・・・積算表示値とプリセット値を比較します。 

 上限／下限選択：出力の条件を設定します。 
  上限・・・・・「 表示値 ≧ プリセット値 」で出力します。 
  下限・・「 表示値 ≦ プリセット値 」で出力します。 
  

 出力モード：警報出力の出力形式を設定します。 
   比較・・・・・・表示値が上限、もしくは下限の間、出力します。表示値が上限、 
          下限の範囲外の時は出力ＯＦＦとなります。 
   保持・・・・・・表示値が上限、もしくは下限になった時に出力します。表示値 
          が上限、下限の範囲外であってもリセット入力があるまで出力 
          ＯＦＦにはなりません。 
   １ショット・・・表示値が上限、もしくは下限になった時に設定された幅のパル 
          スを１度出力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ ２．０ ０ ０ ０ 
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モード No.  警報出力：ＯＵＴ２の設定 

 
 
   １３ 

 
     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
 
 

出力モード 
０：比較     ５：100ms(1 ｼｮｯﾄ) 
１：保持     ６：250ms(1 ｼｮｯﾄ) 
２：30ms(1 ｼｮｯﾄ) ７：500ms(1 ｼｮｯﾄ) 
３：50ms(1 ｼｮｯﾄ) ８：250ms(1 ｼｮｯﾄ)積算計測時は０復帰動作 
４：80ms(1 ｼｮｯﾄ) ９：500ms(1 ｼｮｯﾄ)積算計測時は０復帰動作 
 
上限／下限選択 
０：上限 
１：下限 
 
 
出力選択 
０：出力しない 
１：瞬時計測 
２：積算計測 
 
判定禁止時間 
０～９秒 

 

  各設定は "モード１２「警報出力ＯＵＴ１」" (Ｐ.22)と同様です。 

０復帰動作・・・積算計測時に機能します。表示値が上限、もしくは下限の時に 
         設定された幅のパルスを１度出力して表示をオフセット値に戻 
         し、再度積算計測を始めます。 
 
  ＜注意＞ 
   １. プリセット値は必ず下記の条件で設定してください。 
     ・上限 プリセット値 ＞ 表示オフセット値 
     ・下限 プリセット値 ＜ 表示オフセット値 
   ２. 計測を始める前に必ず１度リセットしてください。 
   ３. 瞬時計測では設定しないでください。 

 
 
 
 
 
 

 １ ３．０ ０ ０ ０ 
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  ９．積算計測の動作説明 
 
  １）積算計測は「０」、または「表示オフセット値」より加算、減算します。 
 
  ２）表示範囲は「－９９９９９～９９９９９９」です。 
    「９９９９９９」オーバー、または「－９９９９９」オーバーするとオーバーランプが点 
    灯します。以後「００００００」、または「－０００００」より表示しながら計測を行っ 

ていきます。 
 
  ３）表示オーバー（オーバーランプ点灯）時にアップキーを押している間、オーバー回数を 
    表示します。 
    オーバー回数が３桁を越えると再び「０」または「－０」よりカウントを開始します。 

オーバー回数、及び積算計測はエンドレスで行います。 
 
                                                                                図６ 
           ＜ オーバー回数 ＞         ＜ 下位桁 ＞ 
 
              キーＯＮの間表示         通常表示      
 
 
          ↓     ↓ 
 
          ↓              ↓ 

表示オーバー 
                   ↓                           ↓         積算桁オーバー表示ランプ点灯 
 
          ↓              ↓ 
 
          ↓              ↓ 
          ：              ： 
          ↓              ↓ 
 
 
                       エンドレス                  エンドレス 

                                                 表示マイナス時、最上位桁は"－"表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        

    ９９９  ９９９９９９ 

           ２            ０ 

           １  ９９９９９９ 

           １       ０ 

           ０  ９９９９９９ 

      ０       ０ 
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  １０．モードプロテクト機能 
 
  モードプロテクト機能をＯＮにするとモード設定時に    と    のキー入力を無効にし、 

設定値を変更できない状態にします。 
   
  出荷時はモードプロテクトはＯＦＦになっています。 
   
  モードプロテクトの操作 
 
   １．設定中であれば設定を終了します。 
 
   ２.    を２秒以上押し続けます。 
 
   ３．２秒経過しますと現在のモードプロテクト状態が表示されます。 
 
                      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
     モードプロテクト ＯＮ時 
 
                      Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
     モードプロテクト ＯＦＦ時 
 
 
   ４．そのまま続けて   を８秒押し続けますとモードプロテクト状態が変更されます。 
 

５．   を押すのを止めますと通常計測に戻ります。 
 

Ｌ － Ｏ Ｎ 

Ｌ － Ｏ Ｆ Ｆ 
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  １１．表示オフセット値の呼び出しかたと変更のしかた 
 
   リセットしたときの表示値を設定します。例えば、オフセット値を "００１０００" と設定 
  した場合、リセットがかかると表示は "１０００" となり、計測は "１０００" から行います。 
  計測を "０" から行いたいときは、オフセット値を "００００００" と設定してください。表 
  示オフセット値の設定方法は下記のとおりです。 
   設定範囲は－９９９９９～０～９９９９９９です。積算計測のみの機能です。 
 
 

操作キー 表 示 部 操 作 手 順 

 
     

    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
     ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

    キーを５秒以上押します。 
表示器に現在のオフセット値が表示 
されます。 

 
      

    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
       ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 →  →  →  → → 

 点滅表示の位置を変更します。 
 １度押すごとに１つずつ右へ移動 
 していきます。 

 
      
 
      
 

  
    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
   ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

            
０～９ 

 
０～９、“－” 

点滅表示の数字を変更します。 
一度押す度に１ずつ数字が上下しま 
す。 
シフトキーと併用して希望の設定値 
に合わせて下さい。 
また表示器Ａのみ "－" 設定ができ 
ます。 

 
 
    

  設定値を登録します。設定終了後、 
 このキーにて登録してください。 
 登録終了後、計測表示に戻ります。 
 （但し、このオフセット値は表示 
 されません。） 

 
    

  計測表示に戻ります。設定値の登録 
 は行いませんので注意してくださ 
 い。 

 
 
  ≪ 登録終了後 ≫ 
 
  

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
         １ ０ ０ ０ ０ 

 オフセット値の登録終了後、この 
 キーを押すと設定されたオフセット 
 値が表示されます。 
 次の計測はこの表示（設定）値から 
 行います。 

 
 ＜注意＞   
  表示値の小数点位置は "モード０８" (Ｐ.19)と連動されています。 

ENT

RST

RST
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  １２．警報プリセット値の呼び出しかたと変更のしかた  
 
  警報出力時の上限、および下限のプリセット値を設定します。 
  設定範囲は－９９９９９～０～９９９９９９です。 
 
 

操作キー 表 示 部 操 作 手 順 

 
     

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   
 ● ○ 

   キーを２秒以上押します。 

 表示器に警報出力ＯＵＴ１の現在の 
プリセット値が表示されます。 

 
      

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２     → → → → → 
  ●  

 点滅表示の位置を変更します。 
 １度押すごとに１つずつ右へ移動 
 していきます。 

 
      
 

  
       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

            
０～９ 

 
０～９、“－” 

点滅表示の数字を変更します。 
一度押す度に１ずつ数字が上下しま 
す。 
シフトキーと併用して希望の設定値 
に合わせて下さい。 
また表示器Ａのみ "－" 設定ができ 
ます。 

 
      

       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
      ９ ９ ９ ９ ９ ９ 
  １ ２   
 ○ ● 

 警報出力のＯＵＴ１とＯＵＴ２の切 
 り換えを行います。１度押すごとに 
 OUT1→OUT2→OUT1 と切り換わ
りま 
 す。 

   設定値を登録します。設定終了後こ 
 のキーにて登録してください。 
 登録終了後、計測表示に戻ります。 

   計測表示に戻ります。設定値の登録 
 は行いませんので注意してくださ 
 い。 

 
 
 ＜注意＞ 
     小数点位置は、瞬時計測時は "モード０２" (Ｐ.16)で、積算計測は "モード０８" (Ｐ.19)で設定し

た位置に連動しています。  

Mode

Mode

ENT

RST

Mode
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  １３．外形寸法図 

 
 外形寸法図                                   図７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 パネルカット寸法と取り付け間隔                         図８ 
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※端子台カバー付き。

ゴムパッキン（付属品）

防滴（IP66相当）で使用される場合は

付属のゴムパッキンを御使用ください。
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  ■保証について 

（１）保証期間（原則として） 

   発送後１年とし、この期間内に発生し当社に送付された故障品については無償で修理いたします。 

 

（２）保証範囲 

   保証範囲は本体のみに限定し、本体故障によって発生した損害の補償は行いません。 

   また、下記による故障も対象となりません。 

 

   ａ）天災等不可抗力によって生じた故障 

   ｂ）取扱いを誤ったため生じた故障 

   ｃ）不適切な環境で仕様したため生じた故障 

   ｄ）定格使用の範囲を超えて使用したり、改造を加えられたりした場合 

   ｅ）その他、当社の責任外と判断される場合 
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